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背　　景
　生体分子等を電気的に高感度に検出する技術が求められています。

技術概要
　炭素原子とその結合からできた１原子層であるグラ
フェンは、完全な２次元結晶であるため非常に大きな移
動度を有し、化学的にも安定です。そのため、溶液中で
保護膜なしでも電流を流すことが可能であり、グラフェ
ン上に吸着した分子の微量な電荷に対して大きな電流の
増減が観測できます。グラフェンをデバイスのチャネル
として用い、グラフェン上に抗原抗体反応等を利用し、
吸着した分子を電気的に検出する技術です。

特　　長
　選択的に、かつ高感度に分子等を電気的に検出でき
ます。

キーワード　　Keyword 

グラフェン、トランジスタ、センサー
graphene, transistors, sensors

応用分野　　　Application

高感度バイオセンサー、イオンセンサー、ガスセンサー
highly sensitive biological, ion, or gas sensors 

目的・期待される効果
●生体分子等を電気的に高感度に検出
●省エネルギー(数十mV程度で動作可能)

グラフェンデバイスを用いた
高性能センサー
High performance sensors based on graphene devices
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